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1

は
じ
め
に

　

川
筋
の
集
落
か
ら
見
て
堤
防
の
外
側
の
地
、
す
な
わ
ち
堤
防
と
堤
防
に
挟
ま
れ
た
地
を
堤て
い

外が
い

地ち

と
よ
ぶ
。
こ
れ
は
現
在
の
用
語
で
あ
る
が
、
近
世
に
お
い
て

は
、「
堤つ

つ
み

外そ
と

」「
外
野
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
た
。
ま
た
、「
外
島
」
と
い
う
言
葉
も
近
世
に
は
よ
く
使
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
堤
外
地
の
う
ち
、
土
砂
の
堆
積
作
用
に

よ
っ
て
川
岸
や
川
中
に
形
成
さ
れ
た
土
地
全
体
、
す
な
わ
ち
附つ

き

洲す

・
寄よ
り

洲す

・
川
中
島
な
ど
を
指
す
。
し
か
し
、
高
水
敷
（
洪
水
時
に
水
が
乗
る
部
分
）
が
狭
い
河

川
の
場
合
は
、「
外
島
」
は
事
実
上
、
堤
外
地
の
意
味
で
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

堤
外
地
を
土
地
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
人
が
特
に
利
用
し
て
い
な
い
場
合
と
、
人
が
積
極
的
に
利
用
し
て
い
る
場
合
と
が
あ
っ
た
。
前
者
の
場
合
、

堤
外
地
は
、
葭
・
薄
・
竹
な
ど
の
植
物
、
あ
る
い
は
柳
そ
の
他
の
雑
木
の
生
育
の
場
と
な
っ
た
。
後
者
の
場
合
は
、
堤
外
地
は
田
畑
や
採
草
地
・
放
牧
地
と
し

て
、
あ
る
い
は
葭
・
竹
木
な
ど
の
刈
り
取
り
・
伐
採
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
堤
外
地
に
開
発
さ
れ
た
田
畑
は
、
洪
水
時
に
水
を
か
ぶ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
耕
作
さ
れ
る
流
作
場
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
安
定
的
な
生
産
を
目
指
し
て
、
こ
れ
に
小
堤
防
を
廻
ら
す
な
ど
、
水
害
防
止
策
を
講
ず
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　

治
水
的
観
点
よ
り
す
れ
ば
、
川
の
水
は
滞
り
な
く
流
れ
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
堤
外
地
の
存
在
形
態
・
利
用
形
態
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
が
阻
害
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
特
に
、
流
作
場
を
守
る
た
め
の
小
堤
防
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
流
作
場
そ
の
も
の
も
、
円
滑
な
水
行
（
水
の
流
れ
）
の
阻
害
要
因
と
な
っ

堤
外
地
政
策
か
ら
み
た
元
禄
・
宝
永
期
に
お
け
る
摂
河
治
水
政
策
の
転
換

村　

田　

路　

人
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た
。
ま
た
、
葭
や
竹
木
の
一
定
以
上
の
生
育
も
、
同
様
に
阻
害
要
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
近
世
に
お
い
て
は
、
堤
外
地
政
策
は
治
水
策
の
う

ち
で
き
わ
め
て
重
要
な
部
分
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
従
来
の
近
世
治
水
史
研
究
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
堤
外
地
政
策
に
つ
い
て
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
。
最
近
、
筆
者
は
「
一
七
世
紀
摂
津
・
河
内
に
お
け
る
治
水
政
策
と
堤
外
地
土
地
利
用
規
制
」
と
い
う
論
文（１
）を

発
表
し
た
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
研
究
状

況
を
克
服
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
論
文
で
扱
っ
た
の
は
、
貞
享
期
（
一
六
八
四
〜
一
六
八
八
）
ま
で
の
時
期
に
限
定
さ
れ
て
お

り
、
元
禄
期
以
降
に
つ
い
て
は
全
く
検
討
し
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
前
稿
と
同
じ
く
対
象
を
摂
津
・
河
内
両
国
に
限
定
し
、
元
禄
・
宝
永
期
（
一
七
世
紀
末
〜

一
八
世
紀
初
め
）
の
幕
府
治
水
政
策
を
、
堤
外
地
政
策
と
い
う
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る（２
）。

　

と
こ
ろ
で
、
堤
外
地
政
策
と
は
多
く
の
場
合
、
堤
外
地
土
地
利
用
規
制
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
柱
の
一
つ
は
新
田
開
発
の
規
制
で
あ
る
。
従
っ
て
、
堤

外
地
政
策
と
い
う
観
点
か
ら
治
水
政
策
を
論
ず
る
こ
と
は
、
同
時
に
堤
外
地
新
田
開
発
政
策
を
論
ず
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
本
稿
は
、
第
一
義
的
に
は

元
禄
・
宝
永
期
に
お
け
る
摂
河
の
幕
府
治
水
政
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
当
該
期
の
堤
外
地
新
田
開
発
政
策
を
検
討
す
る
こ

と
を
も
意
図
し
て
い
る
。
近
世
に
お
け
る
堤
外
地
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
少
な
か
ら
ぬ
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
も
の
の
、
関
東
地
域
を
対
象
と
し
、

か
つ
享
保
改
革
と
の
関
連
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
も
の
が
大
半
で
あ
る（３
）。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
未
検
討
で
あ
っ
た
元
禄
・
宝
永
期
摂
河
に
お
け
る
堤

外
地
新
田
開
発
の
実
態
を
も
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

本
稿
で
利
用
す
る
史
料
は
、
大
坂
町
奉
行
所
で
作
成
さ
れ
た
史
料
と
、
摂
河
の
河
川
沿
岸
部
村
々
に
残
る
地
方
史
料
で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
有
機
的
に
組

み
合
わ
せ
て
論
じ
て
い
き
た
い
。
前
者
の
中
心
は
、「
町
奉
行
所
旧
記
」
を
構
成
す
る
一
史
料
で
あ
る
「
川
筋
御
用
覚
書（４
）」

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）
ま
で
の
記
事
を
収
め
て
お
り
、
宝
暦
末
〜
明
和
初
め
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
幕
閣
か
ら
大
坂
町
奉
行
に
対
し
て
出
さ
れ
た
指
示
に
関
す
る
記

事
も
あ
り
、
幕
府
（
こ
こ
で
は
幕
閣
お
よ
び
大
坂
町
奉
行
所
）
の
摂
河
治
水
政
策
を
知
る
上
で
最
適
の
史
料
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
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一　

貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
と
堤
外
地
政
策

（
１
）
法
制
面
か
ら
み
た
貞
享
期
堤
外
地
政
策

　

元
禄
・
宝
永
期
の
摂
河
治
水
策
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
前
段
階
に
お
け
る
幕
府
治
水
策
の
基
調
と
そ
れ
に
基
づ
く
堤
外
地
政
策
を
整
理
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
稿
「
一
七
世
紀
摂
津
・
河
内
に
お
け
る
治
水
政
策
と
堤
外
地
土
地
利
用
規
制
」
で
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、

本
章
で
は
、
そ
れ
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
前
稿
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
、
若
干
の
補
足
を
行
っ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
若
年
寄
稲
葉
正
休
、
大
目
付
彦
坂
重
紹
、
勘
定
頭
大
岡
清
重
、
河
村
瑞
賢
ら
に
よ
る
調
査
を
経
、
翌
天
和
四
年
（
貞
享
元
年
）
二

月
か
ら
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
四
月
に
か
け
、
幕
府
は
大
が
か
り
な
畿
内
河
川
整
備
事
業
を
実
施
し
た
。
そ
の
中
心
的
な
担
い
手
は
河
村
瑞
賢
で
あ
る
が
、
筆

者
は
こ
れ
を
貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
と
よ
ん
で
い
る
。
事
業
の
内
容
は
、
①
木
津
川
筋
、
宇
治
川
筋
、
淀
川
筋
、
大
和
川
筋
の
水
の
流
れ
を
円
滑
に
す
る
た

め
の
普
請
、
②
洪
水
時
に
、
大
坂
の
内
川
筋
（
諸
堀
）
が
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
普
請
、
③
大
川
（
大
坂
に
お
け
る
淀
川
筋
）
に
お
け
る
舟
運
発
展
の

た
め
の
淀
川
・
中
津
川
水
量
調
節
、
④
堂
嶋
・
安
治
川
で
の
新
地
取
立
て
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
工
事
に
合
わ
せ
、
幕
府
は
貞
享
元
年
三
月
に
土

砂
留
令
を
発
布
し
、
同
年
八
月
に
は
、
畿
内
近
国
に
本
拠
を
も
つ
諸
大
名
に
地
域
割
り
を
し
て
土
砂
留
を
担
当
さ
せ
る
と
い
う
土
砂
留
制
度
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
も
貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
の
中
に
含
め
て
よ
い
が
、
こ
の
事
業
の
基
調
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
大
坂
の
経
済
発
展
と
保
全
を
図
り
つ
つ
、
水
行
の
妨
げ

と
な
る
諸
原
因
を
取
り
除
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
事
業
が
進
行
し
て
い
た
貞
享
二
年
十
一
月
、大
坂
町
奉
行
が
領
主
・
代
官
に
堤
外
地
土
地
利
用
規
制
な
ど
を
定
め
た
老
中「
覚（５
）」（

こ
こ
で
は
Ａ
と
し
て
お
く
）

を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
河
川
整
備
事
業
終
了
後
の
同
四
年
六
月
に
は
、
河
川
支
配
に
つ
い
て
の
大
坂
町
奉
行
の
伺
い
に
対
し
、
老
中
が
付
紙
に
よ
っ
て
下
知
を

与
え
て
い
る
が（６
）（

同
じ
く
Ｂ
）、
こ
こ
に
は
堤
外
地
政
策
に
か
か
わ
る
部
分
も
含
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
同
年
九
月
に
は
、
大
坂
町
奉
行
が
宇
治
川
・
淀
川
・

中
津
川
・
木
津
川
・
大
和
川
・
石
川
沿
い
の
一
三
ヵ
所
に
、
五
ヵ
条
の
「
条
々
」
を
記
し
た
川
筋
仕
置
の
高
札
（
同
じ
く
Ｃ（７
））

を
設
置
し
た
が
、
こ
れ
は
大
半
が

堤
外
地
土
地
利
用
規
制
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
も
、
前
稿
で
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
Ａ
を
史
料
１
と
し
て

以
下
に
掲
げ
て
お
く
。
（
８
）
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【
史
料
１
】

　
　
　
　
　
　
　
　

覚

一
淀
川
・
大
和
川
筋

大
坂
川
口
迄
外
嶋
并
深
野
・
新
開
池
ニ
有
之
候
嶋
之
分
、
何
も
所
付
取
放
、
葭
刈
捨
ニ
い
た
し
、
并
流
作
御
停
止
ニ
被
仰
付
候

　

但
、
右
之
内
高
ニ
□
（
結
）私

領
に
相
渡
候
処
於
有
之
者
、
此
方
へ
可
被
申
越
候

一
川
除
之
儀
、
本
堤
に
計
仕
、
外
嶋
の
川
除
無
用
に
致
し
、
川
端
猥
に
不
築
出
候
様
ニ
可
被
申
付
候

一
川
堤
（
筋
）・

島
々
に
有
之
柳
・
雑
木
掘
取
、
葭
刈
捨
ニ
仕
、
并
外
嶋
へ
葭
の
根
植
、
又
は
さ
し
木
仕
候
儀
堅
無
用
ニ
可
被
申
付
事

一
今
度
川
筋
御
普
請
中
、
瑞
賢
并
下
奉
行
之
者
と
も
往
還
仕
候
儀
、
役
舟
出
候
様
ニ
可
被
申
付
事

　
　

附
、
所
々
之
御
普
請
場
ニ
旅
宿
人
高
（
馬
）等

其
所
之
御
代
官
衆
・
地
頭
方

可
被
申
付
事

右
之
通
、
御
老
中
被
仰
渡
候
ニ
付
、
彦
（
留
守
居
彦
坂
重
紹
）

坂
壱
岐
守
・
大
（
勘
定
頭
大
岡
清
重
）

岡
備
前
守

書
付
被
差
越
候
間
、
如
此
御
座
候

　
　
　
　

丑

（
貞
享
二
年
）

十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
（
大
坂
町
奉
行
藤
堂
良
直
）

堂
伊
予
守　

如
此
従
江
戸
御
書
付
到
来
候
由
藤
堂
伊
予
守
殿

御
□
候
間
、
写
遣
候
、
右
御
紙
面
之
趣
可
得
貴
（
其
ヵ
）意

候

　
　
　
　

丑

（
貞
享
二
年
）

十
一
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
吉
勘
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
紀
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
北
郡

　

ま
た
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
表
１
と
し
て
ま
と
め
て
お
い
た
。
史
料
１
お
よ
び
表
を
見
な
が
ら
、
貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
の
中
で
打
ち
出
さ

れ
、
事
業
終
了
後
も
引
き
継
が
れ
た
堤
外
地
政
策
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
貞
享
期
堤
外
地
政
策
を
表
現
す
る
。

　

ま
ず
、外
島
に
生
え
て
い
る
植
物
に
つ
い
て
、葭
は
、葭
場
が
高
に
結
ば
れ
て
い
る
場
合
も
含
め
、年
四
回
（
四
・
五
・
七
・
九
月
）
刈
り
捨
て
る
の
が
原
則
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
葭
は
一
定
以
上
生
育
さ
せ
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
新
た
に
葭
の
根
を
植
え
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
柳
・
竹
木

等
に
つ
い
て
は
、
根
ご
と
掘
り
捨
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
葭
と
は
異
な
り
、
そ
れ
ら
を
生
や
す
こ
と
そ
れ
自
体
が
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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表１　貞享期畿内河川整備事業中および事業終了直後における淀川・大和川筋の堤外地政策

A 貞享２年（1685）
 11 月老中下知

B 貞享４年（1687）
 ６月老中下知

C 貞享４年（1687）
 ９月川筋仕置高札

① 対象範囲 ・ 大坂川口までの淀
川・大和川筋および
深野・新開池

・ 淀川・大和川筋（木
津川・宇治川筋を含
む）

・ 淀川・大和川筋（木
津川・宇治川筋を含
む）

② 外島および
島の所付

・取り放つ。

③ 葭 ・ 刈り捨てる。
・ 葭の根を植えること
は禁止。

・ 立葭場は、高の内で
あっても年４回（4・
5・7・9 月）刈り捨
てる。

・ 水行の妨げにならな
い立葭場は、そのま
ま差し置く。

・ 高に結ばれていても
年４回刈り捨てる。

・ 葭の根を植えること
は禁止。

・ 葭刈り捨て場の土
は、誰でも取ってよ
い。

④ 柳・竹木な
ど

・ 柳・雑木は掘り取る。
さし木は禁止。

・ 竹木・柳その他の雑
木、茨の類は掘り捨
てる。さし木は禁止。

⑤ 川除 ・ 本堤だけに施し、外
島に施すことは禁
止。

・ 本堤だけに施し、外
島に施すことは禁
止。

・ 川端からみだりに築
出すことは禁止。

・ 川端からみだりに築
出すことは禁止。

⑥ 外島の堤防 ・ 外島に小堤を築くこ
とは禁止。

⑦ 流作 ・ 禁止 ・ 禁止 ・ 禁止
・ 流作場の土は、誰で
も取ってよい。

⑧ 高付地の扱
い

・ 私領に宛行っている
ものは老中に報告す
る。

・ 本田については、と
りあえずそのまま耕
作を続けさせる。

・ 水行の妨げになる場
合は、勘定頭に相談
し、その指示を受け
る。

⑨ その他 ・ 本堤にみだりに竹木
を植えることは禁
止。

・ 本堤上の家作は禁
止。

（注）
Ａ： 貞享２年（1685）11 月大坂町奉行藤堂良直「覚」（柏原家文書、『八尾市史』史料編、1960 年、549 頁）
Ｂ： 貞享４年（1687）６月大坂町奉行伺いに対する老中下知（「川筋御用覚書」『大阪市史』第五、1911 年、
279 ～ 281 頁）

Ｃ： 貞享４年（1687）９月川筋高札（「川筋御用覚書」『大阪市史』第五、1911 年、284 頁）
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堤
外
地
の
う
ち
耕
作
地
に
つ
い
て
は
、
流
作
は
禁
止
と
な
っ
た
が
、
本
田
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
土
地
に
関
し
て
は
、
水
行
の
支
障
に
な
ら
な
い
限
り
、
そ

の
ま
ま
耕
作
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
水
行
の
支
障
に
な
る
場
合
は
、
幕
府
中
央
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

川
除
（
水
制
〔
水
流
の
向
き
を
変
え
る
た
め
に
川
中
に
設
置
さ
れ
た
構
造
物
〕
ま
た
は
そ
れ
を
設
置
す
る
こ
と
）
に
つ
い
て
は
、
外
島
に
こ
れ
を
施
す
こ
と
は

禁
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
外
島
に
は
小
堤
防
を
設
け
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
貞
享
期
堤
外
地
政
策
は
、
高
が
付
け
ら
れ
た
土
地
に
つ
い
て
は
一
定
の
配
慮
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
円
滑
な
水
行
を
最
優
先
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
厳
し
く
土
地
利
用
の
あ
り
方
を
規
制
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
２
）
堤
外
地
土
地
利
用
規
制
の
実
際

　

以
上
、
貞
享
期
堤
外
地
政
策
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
行
っ
た
検
討
は
、
あ
く
ま
で
も
法
制
的
な
側
面
か
ら
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
実
際
に
、
こ
の
規
定

に
沿
っ
て
堤
外
地
土
地
利
用
規
制
が
行
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
前
に
ま
ず
、
政
策
実
施
の
前
提
と
し
て
、
堤
外
地
土
地
状
況

調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

【
史
料
２（９
）】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
物
成

一
長
百
弐
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葭
嶋

一
横
六
拾
六
間

一
高
拾
石
三
斗
八
升
四
合

　
　
　

此
定
米
五
石
壱
斗
九
升
弐
合

右
之
通
、
従　

太
閤
様
御
代
〻
高
ニ
五
ツ
取
、
毎
年
御
上
納
仕
候
、
少
も
無
相

無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　

寅
（
貞
享
三
年
）

ノ

　
　
　
　
　
　

二
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
浜
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
や
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百
姓
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
兵
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
年
寄

万
年
伝
兵
衛
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
右
衛
門

万
年
伝
兵
衛
様
内

　

木
成
田
惣
右
衛
門
殿

　

閏
三
月
廿
八
日
ニ
葭
嶋
見
分
ニ
御
出
被
成
候

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　

こ
れ
は
、
貞
享
三
年
二
月
に
、
旗
本
鈴
木
氏
の
本
家
・
分
家
の
相
給
村
で
あ
っ
た
摂
津
国
嶋
上
郡
高
浜
村
が
、
同
村
の
葭
島
に
つ
い
て
、
そ
の
大
き
さ
と
石
高

お
よ
び
年
貢
高
を
、
葭
島
を
支
配
し
て
い
た
代
官
万
年
伝
兵
衛
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
万
年
は
こ
の
報
告
に
基
づ
き
、
閏
三
月
二
十
八
日
に
手
代
を
派
遣
し

て
葭
島
を
見
分
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
高
浜
村
が
自
主
的
に
こ
の
よ
う
な
帳
面
を
代
官
に
提
出
す
る
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
代
官
万
年
の
命
に
応
じ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
史
料
１
の
第
一
条
の
指
示
に
接
し
た
領
主
・
代
官
は
、
自
身
が
支
配
し
て
い
る
外
島
の
状
況
を
、
こ
の
よ
う
な
形
で
把
握
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
）
10
（

。

　

以
上
を
ふ
ま
え
、
以
下
、
規
制
の
実
例
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
葭
場
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

【
史
料
３
）
11
（

】

　
　
　
　
　
　
　

覚

一
拾高
石
三
斗
四
（
八
）升

八
（
四
）合　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葭
嶋
御
小
物
成

右
者
古
来
　

御
上
納
之
所
、
我
等
共
所
持
仕
候
葭
嶋
ニ
而
御
座
候
得
共
、
十
三
年
以
前
寅
（
貞
享
三
年
）

ノ
年
苅
捨
ニ
被
仰
付
、
於
尓
今
荒
場
ニ
而
御
座
候
、
若
開
ニ
而

茂
被為仰
付
候
ハ
ヽ
、
我
乍
恐
等
共
支
配
仕
候
様
ニ
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
難
在
可
奉
存
候
、
以
上

　
　

元
禄
十
一
年
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摂
刕
嶋
上
郡
高
浜
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　

源
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

半
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄　

伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
良
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
他
一
一
名
名
前
略
）

　
　

長
谷
川
六
兵
衛
様
御
内

　
　
　
　
　

葛
山
政
右
衛
門
様

　
　
　
　
　

杦
山
善
左
衛
門
様

　

史
料
３
は
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
、
高
浜
村
の
庄
屋
・
年
寄
と
、
十
良
右
衛
門
以
下
一
二
名
の
百
姓
が
代
官
長
谷
川
六
兵
衛
の
手
代
に
出
し
た
「
覚
」

の
案
文
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
高
浜
村
は
、
一
〇
石
三
斗
八
升
四
合
（
一
〇
石
三
斗
四
升
八
合
は
誤
記
載
）
の
葭
島
に
つ
い
て
、
古
く
か
ら
小
物
成
を
上

納
し
て
き
た
が
、「
十
三
年
以
前
寅
ノ
年
」、
す
な
わ
ち
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
葭
島
の
葭
が
刈
り
捨
て
と
な
り
、
元
禄
十
一
年
段
階
で
も
荒
場
状
態
が
続
い

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
葭
島
は
、
ま
さ
に
史
料
２
の
葭
島
の
こ
と
で
あ
る
。
十
良
右
衛
門
以
下
の
一
二
名
は
、
こ
の
葭
島
の
土
地
の
所
持
者
で
、
も
し
こ

の
荒
場
と
な
っ
た
葭
島
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
は
、
自
分
た
ち
に
開
発
権
を
与
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
代
官
長
谷
川
六
兵
衛
の
手
代
に
願
っ

て
い
る
の
は
、
こ
の
地
が
相
変
わ
ら
ず
幕
領
で
、
元
禄
十
一
年
当
時
は
長
谷
川
六
兵
衛
代
官
所
に
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　

貞
享
三
年
に
葭
の
刈
り
捨
て
が
命
じ
ら
れ
た
例
は
、
他
に
も
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
前
稿
で
は
、
淀
川
左
岸
の
河
内
国
交
野
郡
下
嶋
村
と
隣
村
の
同
郡
坂
村

と
の
境
目
の
土
地
を
め
ぐ
っ
て
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
十
月
に
、
下
嶋
村
が
坂
村
と
同
郡
渚
村
（
坂
村
の
隣
村
）
を
京
都
町
奉
行
に
訴
え
た
際
に
作
成
し
た

訴
状
に
、「
下
嶋
村
御
給
高
之
内
、
淀
川
筋
川
中
字
立
野
嶋
葭
方
小
物
成
高
三
拾
三
石
之
場
所
、
弐
拾
年
以
前
寅
（
貞
享
三
年
）

年
、
川
（
河
）村

随（瑞
賢
）見殿

以
来
荒
し
ニ
罷
成
候
ニ
付
、

下
嶋
村
段
々
困
窮
仕
候
、
小
高
之
村
ニ
而
御
座
候
ヘ
ハ
、
内
野
田
地
方
に
て
経
営
仕
兼
、
及
難
義
申
候
御
事
」
と
い
う
箇
条
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
）
12
（

。
淀
川
の

川
中
に
あ
り
、
葭
方
小
物
成
の
賦
課
対
象
で
あ
っ
た
「
立
野
嶋
」
と
い
う
島
は
、「
弐
拾
年
以
前
寅
年
」、
す
な
わ
ち
貞
享
三
年
に
河
村
瑞
賢
ら
の
工
事
が
行
わ
れ

た
と
き
以
来
、「
荒
し
」（
人
為
的
に
荒
廃
さ
せ
る
こ
と
）
の
措
置
を
強
制
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
立
野
嶋
」
は
、
貞
享
三
年
段
階
で
も
葭
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
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る
か
ら
、
こ
れ
は
、
同
年
か
ら
葭
刈
り
捨
て
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
貞
享
三
年
以
来
、「
立
野
嶋
」
で
は
高
浜
村
の
葭
島
と
全
く
同
様
の
状
況

が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
こ
れ
も
前
稿
で
取
り
上
げ
た
が
、
一
七
世
紀
初
期
に
摂
津
国
嶋
上
郡
大
塚
村
と
隣
村
の
同
郡
唐
崎
村
（
と
も
に
淀
川
右
岸
で
摂
津
国
高
槻
藩
領
）
と

の
境
に
出
来
た
葭
島
に
つ
い
て
、「
其
後
当
殿
様
迄
八
年
以
前
貞
享
弐
年
丑
ノ
年
迄
御
か
ら
せ
被
為
成
候
、
是
も
七
年
以
前
寅
年
よ
り
か
り
捨
ニ
罷
成
申
候
）
13
（

」
と

記
し
た
例
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
、「
七
年
以
前
寅
年
」、
す
な
わ
ち
貞
享
三
年
以
来
、
葭
刈
り
捨
て
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
葭
の
刈
り
取
り
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貞
享
三
年
以
降
、
刈
り
捨
て
を
強
制
さ
れ
た
葭
場
の
例
が
い
く
つ
も
確

認
で
き
た
。
大
坂
町
奉
行
が
領
主
・
代
官
に
伝
え
た
貞
享
二
年
十
一
月
の
老
中
「
覚
」（
史
料
１
）
の
う
ち
、
葭
場
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
通
り
厳
し
く
適
用

さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
堤
外
地
の
う
ち
の
田
畑
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
表
１
に
あ
る
よ
う
に
、
貞
享
期
堤
外
地
政
策
に
お
い
て
は
、
流
作
は
堅
く
禁
ず
る
も
の
の
、
高

が
付
け
ら
れ
た
田
畑
に
つ
い
て
は
、
水
行
の
障
害
に
な
る
場
合
を
除
き
、
ほ
ぼ
現
状
の
ま
ま
作
付
を
認
め
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
淀
川
筋
葭
場
に
開

か
れ
た
私
領
田
畑
に
関
す
る
次
の
史
料
４
を
検
討
し
よ
う
。

【
史
料
４
）
14
（

】

　
　
　
　
　
　
　
　

淀
川
表
御
私
料
葭
開
御
定
米
割
方

中
嶋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洲
到
止
村

一
定
米
弐
斗
三
升
弐
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
兵
衛

同一
同
壱
斗
四
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　

右
定
米
合
三
石
四
斗
四
升
壱
合

　
　

此
口
米
壱
斗
三
合
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本
口
米
合
三
石
五
斗
四
升
四
合

右
者
淀
川
筋
御
私
領
葭
開
田
畑
場
所
ニ
て
御
座
候
、
葭
開
仕
候
時
代
者
相
知
れ
不
申
候
、
前
〻

田
畑
ニ
而
作
毛
仕
来
り
申
候
処
実
正
也
、
就
夫
先
唯
今
迄

之
通
、
作
毛
可
仕
之
由
従
藤
堂
伊
予
守
様
被　

仰
付
候
由
被
仰
聞
、
奉
得
其
意
候
、
以
上

　

貞
享
三
寅
年
二
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洲
到
止
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
兵
衛

　
　
　
　
　
　
（
洲
到
止
村
百
姓
二
名
、
庄
本
村
百
姓
三
名
、
菰
江
村
百
姓
二
名
、
庄
本
村
庄
屋
、
三
屋
村
庄
屋
、
計
九
名
の
名
前
略
）

萱
野
七
良
左
衛
門
殿

　

こ
れ
は
、
貞
享
三
年
二
月
に
、
旗
本
大
嶋
氏
領
で
あ
る
摂
津
国
豊
嶋
郡
の
洲
到
止
村
・
庄
本
村
・
菰
江
村
・
三
屋
村
の
百
姓
が
所
持
し
て
い
る
「
淀
川
筋
御
私

領
葭
開
田
畑
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
田
畑
所
持
者
や
関
係
村
の
村
役
人
が
大
嶋
氏
の
地
方
役
人
で
あ
る
萱
野
七
良
左
衛
門
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
葭

開
田
畑
」
の
小
字
名
は
、
史
料
４
に
あ
る
「
中
嶋
」
の
ほ
か
、「
同
（
中
嶋
）堤

端
」「
外
ノ
外
」
で
、
ま
さ
に
外
島
を
思
わ
せ
る
地
名
で
あ
る
。
史
料
か
ら
、
も
と
も
と
こ

れ
ら
の
地
は
葭
場
で
、
開
発
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
長
年
田
畑
と
し
て
作
付
を
行
っ
て
き
た
こ
と
、
大
坂
町
奉
行
藤
堂
良
直
か
ら
萱
野
に
対
し
、
ま
ず

こ
れ
ま
で
通
り
耕
作
を
さ
せ
る
よ
う
仰
せ
付
け
た
こ
と
、
そ
の
指
示
が
萱
野
か
ら
洲
到
止
・
庄
本
・
菰
江
・
三
屋
四
ヵ
村
に
知
ら
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
「
葭
開
田
畑
」
は
、
治
水
的
観
点
よ
り
す
れ
ば
、
こ
こ
が
葭
場
で
あ
っ
た
と
き
よ
り
も
水
行
の
妨
げ
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、

こ
の
と
き
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
作
付
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
「
葭
開
田
畑
」
は
石
高
が
つ
け
ら
れ
ず
、
年
貢
高
で
表
示
さ
れ
て
い
る
土
地
で
あ
る
。
田
畑
の
種

類
と
し
て
は
、
流
作
場
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
表
１
に
示
し
た
貞
享
期
の
堤
外
地
政
策
で
は
、
高
付
地
に
対
す
る
配
慮
は
示
さ
れ
て
い

た
が
、
石
高
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
土
地
に
つ
い
て
は
配
慮
す
る
こ
と
は
特
に
謳
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
大
坂
町
奉
行
藤
堂
の
措
置
は
、
か
な

り
寛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
こ
の
土
地
が
私
領
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
藤
堂
が
萱
野
に
対
し
て
耕
作
継
続
を
命
じ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
萱
野
が
藤
堂
に
「
葭
開
田
畑
」
の
現
状
を
報
告
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
前
段
階
と
し

て
、
萱
野
が
洲
到
止
村
な
ど
に
こ
の
地
の
土
地
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
求
め
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
高
浜
村
が
自
村
の
葭
島
の
状
況
を
代
官
万
年
伝
兵
衛
に

報
告
し
た
こ
と
（
史
料
２
）
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
幕
領
・
私
領
に
か
か
わ
ら
ず
、
史
料
１
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
貞
享
三
年
初
め
こ
ろ
に
、
淀
川
・
大
和

川
筋
お
よ
び
深
野
池
・
新
開
池
（
と
も
に
河
内
北
部
に
存
在
し
た
大
池
）
の
外
島
の
土
地
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
、
当
該
の
外
島
を
抱
え
る
村
か
ら
そ
の
外
島
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の
領
主
ま
た
は
代
官
に
対
し
て
行
わ
れ
た
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
、
堤
外
地
田
畑
に
つ
い
て
の
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
五
月
に
高
浜
村
が
「
御
奉
行
」
に
対
し
て
提
出
し
た
「
覚
）
15
（

」
に
よ
れ

ば
、村
高
三
七
〇
石
一
斗
四
升
四
合
の
う
ち
、三
四
九
石
四
斗
七
升
四
合
が
「
本
田
」、二
〇
石
六
斗
七
升
が
「
淀
川
国
役
堤
外
嶋
新
田
畑
」
で
あ
っ
た
。
後
者
は
、

「
正
保
三
戌
年
三
十
八
年
以
前
板
倉
周
防
守
様
御
開
発
被
成
候
、
廿
一
年
以
前
卯
（
寛
文
三
年
）

年
本
高
罷
成
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）、
板
倉
重
宗
が
領

主
で
あ
っ
た
と
き
に
開
発
さ
れ
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
本
高
（
村
高
）
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
石
六
斗
七
升
の
石
高
が
つ
け
ら
れ
た
「
淀
川
国
役
堤
外
嶋
新
田
畑
」
は
、
貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
後
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
元
禄
三

年
（
一
六
九
〇
）
七
月
「
摂
刕
嶋
上
郡
高
浜
村
高
付
・
道
法
・
方
角
・
寺
院
・
人
数
書
上
帳
）
16
（

」
の
記
載
を
見
る
と
、
葭
島
高
一
〇
石
三
斗
八
升
四
合
に
つ
い
て
は

貞
享
三
年
に
刈
り
捨
て
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
外
嶋
高
」
二
〇
石
六
斗
七
升
に
つ
い
て
は
何
の
注
記
も
な
い
。
つ
ま
り
、
高
浜
村
に

関
し
て
い
え
ば
、
外
島
の
田
畑
は
本
田
外
と
は
い
え
、
堤
外
地
土
地
利
用
規
制
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
高
が
付
け
ら
れ
た
た
い
て

い
の
堤
外
地
田
畑
が
、
そ
の
ま
ま
作
付
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
貞
享
期
堤
外
地
政
策
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
実
行
に
移
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
葭
場
に
関
し
て
は
、
高
浜
村
の
葭
島
や
下
嶋
村
の
立
野
嶋

の
例
が
示
す
よ
う
に
、
小
物
成
高
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
所
も
含
め
、
原
則
通
り
葭
刈
り
捨
て
と
い
う
厳
し
い
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
田
畑
に
関

し
て
は
、
流
作
に
対
す
る
姿
勢
は
厳
し
か
っ
た
も
の
の
、
石
高
が
つ
け
ら
れ
た
田
畑
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
な
い
田
畑
も
、
必
ず
し
も
厳
し
い
措
置
が
講
じ
ら
れ

た
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
百
姓
の
所
持
権
や
領
主
の
領
有
権
に
配
慮
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
こ
で
は
、
実
際
に
流
作
場
が
「
荒
し
」
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
例
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
、
柳
な
ど
の
竹
木
類
に
対
す
る
措
置
の

実
態
も
検
討
の
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
今
回
は
関
係
の
史
料
を
見
出
せ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
は
後
日
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

二　

元
禄
期
の
政
策
転
換

　

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）、
堤
外
地
政
策
に
重
要
な
転
換
が
訪
れ
る
。
次
の
史
料
は
、
そ
の
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
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【
史
料
５
）
17
（

】
一
支
配
之
川
筋
外
嶋
流
作
、
又
者
水
除
柵
杭
、
川
除
并
川
筋
御
普
請
、
其
外
新
規
之
願
有
之
節
者
、
川
奉
行
見
分
申
付
、
及
吟
味
候
事

一
山
方
新
開
・
切
畑
等
願
之
節
、
右
同
断

但
、
流
作
・
新
開
・
切
畑
等
、
貞
享
四
年
（
卯
脱
カ
）

一
切
御
停
止
候
処
、
年
〻
川
筋
御
普
請
も
有
之
、
水
行
不
差
支
場
所
者
吟
味
之
上
相
考
、
可
申
付
哉
之
趣
、

元
録
（
禄
）六

酉
正
月
御
老
中
御
列
座
ニ
而
、
加
（
大
坂
町
奉
行
加
藤
泰
堅
）

藤
大
和
守
相
伺
候
処
、
遠
国
故
川
筋
之
儀
御
覧
不
被
成
候
得
者
、
御
了
簡
難
被
成
、
為
其
支
配
被　

仰
付
置
候

事
ニ
候
間
、
其
時
ニ
寄
可
然
訳
ニ
可
申
付
旨
被　

仰
渡
候
、
流
作
之
願
有
之
候
得
者
見
分
申
付
、
地
面
之
儀
者
不
遂
吟
味
、
水
行
ニ
不
障
場
所
者
流
作
承
届
、

尤
廻
シ
堤
水
除
等
御
停
止
之
旨
申
渡
候
、
若
御
用
地
ニ
相
成
候
歟
又
者
水
行
障
候
ハ
ヽ
、
作
付
取
払
可
申
旨
証
文
申
付
候
事

　

こ
れ
は
、「
川
筋
御
用
覚
書
」
の
記
事
の
一
部
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、同
史
料
は
宝
暦
末
〜
明
和
初
め
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
が
、こ
の
部
分
の
記
述
は
、

同
史
料
が
作
成
さ
れ
た
時
点
に
お
け
る
川
筋
関
係
諸
願
に
対
す
る
大
坂
町
奉
行
の
対
処
法
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
に
は
外
島
の
流
作
お
よ

び
山
方
の
新
開
・
切
畑
な
ど
に
対
す
る
政
策
変
更
の
経
緯
を
示
す
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
但
、
流
作
・
新
開
・
切
畑
等
」
か
ら
「
可
然
訳
ニ
可
申
付
旨
被　

仰
渡
候
」
ま
で
の
部
分
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
流
作
・
新
開
・
切
畑
な
ど
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
以
降
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
元
禄
六
年
、
当
時
の
大
坂
町
奉
行
加
藤
泰
堅
が

老
中
た
ち
を
前
に
し
て
、
水
行
の
支
障
に
な
ら
な
い
場
所
に
つ
い
て
は
、
吟
味
の
上
で
許
可
し
て
は
い
か
が
か
と
尋
ね
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
す
る
老
中
の
返
答

は
、「
其
時
ニ
寄
可
然
訳
ニ
可
申
付
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
老
中
た
ち
と
し
て
は
公
に
認
め
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
大
坂
町
奉
行
が
適
宜
判
断
し

て
申
し
付
け
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
後
、
同
奉
行
は
、
水
行
に
差
し
支
え
が
な
い
こ
と
、
廻
し
堤
に
よ
る
水
除
等
を
行
わ
な
い
こ
と
を
条
件
に
流
作
を
認

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幕
閣
は
、
積
極
的
容
認
と
い
う
形
で
は
な
か
っ
た
が
、
黙
認
と
い
う
形
で
事
実
上
流
作
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。

　

貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
中
の
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
十
一
月
に
、
幕
府
が
流
作
の
全
面
的
禁
止
を
打
ち
出
し
て
か
ら
わ
ず
か
七
〜
八
年
で
、
堤
外
地
政

策
は
大
き
く
転
換
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
流
作
の
規
制
緩
和
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
山
方
新
開
・
切
畑
等
」
の
規
制
緩
和
を
も
伴
う

も
の
で
あ
っ
た
。「
山
方
新
開
・
切
畑
等
」
の
禁
止
は
、
貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
貞
享
元
年
三
月
に
発
布
さ
れ
た
三
ヵ
条
の
「
覚
）
18
（

」（
土
砂
留

令
）
の
第
三
条
「
前
々
よ
り
の
川
筋
山
畑
、
河
原
等
ニ
有
之
新
田
畑
ハ
不
及
申
、
縦
古
田
畑
に
て
高
之
内
た
り
と
い
ふ
と
も
、
川
筋
え
土
砂
流
出
所
は
荒
之
、
其

跡
え
木
苗
・
竹
木
・
葭
萱
・
芝
等
可
植
立
、
勿
論
川
端
・
川
中
え
新
規
ニ
築
出
儀
一
切
仕
間
敷
事
、
附
、
山
中
焼
畑
・
切
畑
新
規
に
仕
間
敷
事
」
を
受
け
た
も
の
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で
あ
る
。
元
禄
六
年
の
政
策
変
更
は
、
貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
と
あ
わ
せ
て
強
化
さ
れ
た
土
砂
留
体
制
の
部
分
的
変
更
も
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
四
月
か
ら
翌
十
二
年
二
月
に
か
け
て
、
元
禄
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
貞
享
期
畿
内
河
川

整
備
事
業
の
基
調
―
大
坂
の
経
済
発
展
と
保
全
を
図
り
つ
つ
、
水
行
の
妨
げ
と
な
る
諸
原
因
を
取
り
除
く
―
を
受
け
継
い
だ
河
村
瑞
賢
ら
に
よ
る
事
業
で
あ
る
。

事
業
の
具
体
的
内
容
は
、
次
の
史
料
６
の
通
り
で
あ
る
。

【
史
料
６
）
19
（

】

　
　
　
　
　
（
略
）

　

右
御
普
請
奉
行
中（目
付
中
山
時
春
）

山
半
右
衛
門
・
永（小
姓
組
永
井
直
又
）

井
喜
右
衛
門
并
河
村
平
太
夫
江
（
被
）差

遣
、
川
筋
御
普
請
之
次
第

一
大
坂
堀
江
川
新
規
ニ
御
掘
セ
候
事

一
堀
江
・
幸
町
・
富
嶋
・
古
川
町
四
ヶ
所
、
新
町
家
御
取
建
候
事

一
大
坂
木
津
川
口
月
正
嶋
掘
割
、
新
川
付
候
事

一
宇
治
川
筋
・
木
津
川
筋
・
淀
川
筋
・
神
崎
川
筋
・
大
和
川
筋
・
中
津
川
筋
所
〻
外
嶋
を
堀
割
川
違
、
又
者
水
当
り
之
田
地
切
込
、
其
外
川
違
、
先
年
之
残

御
普
請
被　

仰
付
候
事

一
川
筋
所
〻
新
田
被　

仰
付
候
事

　

右
御
普
請
中
、
元
録
（
禄
）十

一
寅
年
九
月
、
米（若
年
寄
米
倉
昌
尹
）

倉
丹
後
守
殿
見
分
有
之
、
翌
年
卯
二
月
御
普
請
相
済
候
事

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
坂
堀
江
川
の
開
削
（
第
一
条
）、
堀
江
川
・
安
治
川
・
道
頓
堀
川
沿
岸
に
お
け
る
新
町
家
取
り
立
て
（
第
二
条
）、
大
坂
木
津
川
口
に
お
け

る
月
正
島
掘
割
り
（
第
三
条
）、
宇
治
川
筋
、
木
津
川
筋
、
淀
川
筋
、
神
崎
川
筋
、
大
和
川
筋
、
中
津
川
筋
に
お
け
る
外
嶋
掘
割
り
ま
た
は
付
替
と
、
水
当
た
り

の
強
い
田
地
の
切
り
込
み
（
第
四
条
）、
川
筋
各
所
に
お
け
る
新
田
開
発
（
第
五
条
）
が
そ
の
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
淀
川
・
大
和
川

水
系
の
諸
川
の
円
滑
な
水
行
（
第
三
・
第
四
条
）、
大
坂
の
都
市
発
展
（
第
一
・
第
二
条
）、
川
筋
の
耕
地
拡
大
（
第
五
条
）
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
三
つ
の
目
的
の
う
ち
の
最
初
の
二
つ
は
、
大
坂
の
経
済
発
展
と
保
全
を
図
り
つ
つ
、
水
行
の
妨
げ
と
な
る
諸
原
因
を
取
り
除
く
こ
と
を
意
図
し
た
貞
享
期

畿
内
河
川
整
備
事
業
の
目
的
と
重
な
り
合
う
。
そ
の
点
で
は
、
元
禄
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
は
貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
。
そ
も
そ
も
、
両
事
業
を
実
質
的
に
計
画
・
推
進
し
た
の
は
河
村
瑞
賢
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
つ
目
の
川
筋
の
耕
地
拡
大
と
い
う
目
的
は
、
貞
享
期
畿
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内
河
川
整
備
事
業
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
両
事
業
の
間
に
は
、
前
述
の
元
禄
六
年
に
お
け
る
流
作
・
新
開
・
切
畑
な
ど
の
部
分
的
容
認
と
い
う
政

策
転
換
が
存
在
し
た
が
、
元
禄
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
は
、
ま
さ
に
こ
の
政
策
転
換
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

元
禄
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
積
極
的
に
川
筋
の
新
田
開
発
が
行
わ
れ
た
。
元
禄
十
一
年
四
月
二
十
九
日
、
京
都
町
奉
行
は
、「
淀
川
・
大
和
川

筋
御
普
請
被
仰
付
候
間
、
右
川
筋
之
事
ニ
付
望
有
之
も
の
、
摂
刕
・
河
州
新
田
開
発
等
之
儀
願
候
も
の
於
有
之
者
、
中
山
半
右
衛
門
・
永
井
喜
右
衛
門
并
河
村
平

大
夫
上
着
次
第
可
申
達
旨
、
洛
中
・
洛
外
へ
可
令
触
知
者
也
」
と
い
う
町
触
）
20
（

を
京
都
に
出
し
、
摂
津
・
河
内
両
国
の
川
筋
新
田
の
開
発
希
望
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
前
掲
の
史
料
３
も
関
係
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
貞
享
三
年
以
来
荒
場
と
な
っ
て
い
た
高
浜
村
の
葭
島
に
つ
い
て
、
新
た
に
開
発
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合
は
、
自
分
た
ち
に
支
配
を
命
じ
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
元
禄
十
一
年
当
時
、
こ
の
葭
島
が
開
発
対
象
候
補
地
と
な
っ

て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　

元
禄
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、『
大
阪
市
史
』
第
一
が
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
）
21
（

、川
口
新
田
の
開
発
も
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）、
貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
畿
内
諸
河
川
を
見
分
し
た
若
年
寄
稲
葉
正
休
ら
が
、
治
水
上
の
観
点
か
ら
寛
文

十
二
年
（
一
六
七
二
）
開
発
の
四
貫
島
・
九
条
島
・
三
軒
屋
島
・
木
津
島
の
諸
新
田
を
撤
廃
さ
せ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
元
禄
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
に
お
い
て
は
積
極
的
な
川
筋
新
田
開
発
が
行
わ
れ
た
。
で
は
、
同
事
業
以
後
、
円
滑
な
水
行
を
最
優
先
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
厳
し
く
土
地
利
用
の
あ
り
方
を
規
制
す
る
と
い
う
貞
享
期
堤
外
地
政
策
そ
の
も
の
が
放
棄
さ
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
元
禄
十
一

年
四
月
、
元
禄
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
老
中
お
よ
び
若
年
寄
米
倉
昌
尹
が
大
坂
町
奉
行
永
見
重
直
ら
に
示
し
た
全
一
〇
ヵ
条
の
書
付
の

う
ち
の
第
六
条
目
に
は
、「
先
年
川
筋
御
普
譜
（
請
）之

節
被　

仰
付
候
通
、
外
嶋
之
川
除
無
用
ニ
い
た
し
、
川
端
猥
ニ
不
築
出
、
堤
ニ
竹
木
を
植
、
家
作
候
事
、
并
葭

刈
捨
候
義
、
御
制
禁
之
品
〻
、
藤
堂
伊
予
守
大
坂
町
奉
行
之
節
申
付
候
様
、
弥
可
相
守
旨
可
被
申
付
候
事
）
22
（

」
と
あ
る
。
堤
外
地
に
関
し
て
は
、
外
島
の
川
除
の
禁

止
、
川
筋
の
川
除
の
制
限
、
葭
刈
り
捨
て
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
貞
享
四
年
九
月
に
立
て
ら
れ
た
川
筋
仕
置
高
札
（
表
１
の
Ｃ
）
の
内
容
を

念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
水
行
に
支
障
の
な
い
流
作
の
容
認
を
除
け
ば
、
貞
享
期
堤
外
地
政
策
は
、
基
本
的
に
は
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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三　

宝
永
五
年
の
川
筋
新
田
開
発

　

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
幕
府
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）、
流
作
政
策
を
、
全
面
的
禁
止
と
い
う
姿
勢
か
ら
、
水
行
に
支
障
が
生
じ
な
い
と
い
う
条
件
の
も

と
で
の
部
分
的
容
認
と
い
う
方
針
に
転
じ
、
同
十
一
〜
十
二
年
の
元
禄
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
で
は
積
極
的
な
川
筋
開
発
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の

展
開
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
、「
川
筋
御
用
覚
書
」
の
記
述
の
確
認
か
ら
始
め
よ
う
。

【
史
料
７
）
23
（

】
一
宝
永
五
子
年
、
大
久
保
大
隅
守
江
臨
時
御
用
被　

仰
出
候
者
、
新
大
和
川
違
ニ
付
、
大
坂
内
川
常
水
す
く
な
く
、
船
通
用
滞
候
間
、
中
津
川
入
口
堰
留
御

普
請
申
付
、
淀
川
之
水
大
坂
川
江
分
水
多
く
成
候
様
可
仕
候
、
并
支
配
之
川
筋
不
残
見
分
仕
、
外
嶋
之
内
新
田
ニ
可
成
場
所
、
可
遂
吟
味
旨
被　

仰
付
、

城
州
木
津
川
・
宇
治
川
、
和
州
大
和
川
、
摂
河
両
国
之
川
〻
不
残
見
分
仕
、
御
普
請
有
之
候
次
第

一
三
ツ
頭
嶋
地
築
出
、
中
津
川
入
口
ニ
杭（マ
マ
）杭笹

刎
之
御
普
請
有
之
候
事

一
曽
根
崎
新
地
・
相
生
町
新
地
御
取
立
、
新
町
家
被　

仰
付
候
事

附
、
安
治
川
口
ニ
船
入
湊
新
規
ニ
被　

仰
付
、
水
尾
筋
御
取
替
候
事

「
此
（
附
箋
）船

入
湊
当
時
埋
地
ニ
相
成
、
四
貫
嶋
村
・
六
軒
屋
新
田
・
春
日
出
新
田
・
湊
屋
新
田
江
代
地
ニ
相
渡
り
候
」

　

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）、
大
坂
町
奉
行
大
久
保
忠
香
に
臨
時
御
用
が
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、（
Ａ
）
大
和
川
の
付
替
以
降
、
大
坂
の
内
川
、
す
な

わ
ち
諸
堀
の
水
が
減
少
し
、
舟
運
に
支
障
が
出
て
い
る
の
で
、
淀
川
と
中
津
川
の
分
岐
点
の
中
津
川
入
口
に
堰
を
設
け
、
大
坂
の
方
に
流
れ
る
淀
川
の
水
量
が
増

え
る
よ
う
に
す
る
、（
Ｂ
）
管
轄
下
の
川
筋
を
す
べ
て
見
分
し
、
外
島
の
う
ち
で
新
田
開
発
を
す
べ
き
場
所
を
吟
味
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。（
Ａ
）
は
、

淀
川
・
大
和
川
分
離
工
事
で
あ
る
宝
永
元
年
の
大
和
川
の
付
替
工
事
が
、
大
坂
の
舟
運
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
対
応
策
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
（
Ｂ
）
に
注
目
し
た
い
。
堤
外
地
政
策
と
大
き
く
関
わ
る
外
島
の
積
極
的
開
発
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

史
料
７
に
よ
る
と
、（
Ａ
）（
Ｂ
）
の
結
果
と
し
て
、
淀
川
・
中
津
川
分
岐
点
の
三
ツ
頭
島
地
の
築
出
し
と
、
杭
列
お
よ
び
笹
刎
の
普
請
、
大
坂
の
曽
根
崎
新
地

お
よ
び
相
生
町
新
地
の
取
立
て
、
安
治
川
口
へ
の
新
規
船
入
湊
の
設
置
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
記
述
は
大
坂
中
心
的
な
立
場
に
立
っ
た
も
の
で
あ

り
、
十
分
と
は
い
え
な
い
。
農
村
部
に
お
け
る
（
Ｂ
）
の
結
果
が
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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（
Ｂ
）
の
結
果
を
確
認
す
る
に
は
、
や
は
り
村
々
に
残

る
地
方
史
料
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
大
坂
町

奉
行
所
や
領
主
か
ら
の
触
そ
の
他
を
書
き
留
め
て
い
る
摂

津
国
住
吉
郡
平
野
郷
町
の
宝
永
五
年
「
覚
帳
）
24
（

」
か
ら
、
大

坂
町
奉
行
川
筋
見
分
お
よ
び
川
筋
新
田
開
発
関
係
記
事
を

拾
い
出
し
て
み
た
。
表
２
は
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。

　

表
２
の
①
②
③
⑤
⑥
は
大
坂
町
奉
行
大
久
保
忠
香
ら
の

川
筋
見
分
に
関
す
る
記
事
、
④
⑦
⑧
⑨
は
開
発
希
望
者
を

募
る
触
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。ま
ず
、

①
の
大
坂
町
奉
行
所
触
を
掲
げ
て
お
く
。

【
史
料
８
】

　
　

上
書
写

　
　
　

平
野
川
筋
両
側
村
　〻

庄
屋

年
寄

一（第
一
条
）

近
日
平
野
川
筋
外
嶋
令
見
分
候
間
、
川
面
之
分

荒
場
・
芝
地
者
勿
論
、
本
田
高
之
内
又
者
小
物
成

場
を
流
作
仕
置
候
所
ニ
而
も
押
な
へ
て
其
村
〻
領

長
・
幅
間
数
等
書
付
致
絵
図
、
領
境
に
か
る
く
笹

ニ
而
も
立
、
目
印
仕
置
、
見
分
之
時
分
村
〻
庄
屋
・

年
寄
領
境
川
端
へ
出
向
、
右
絵
図
并
間
数
之
書
付

表２　摂津国住吉郡平野郷町宝永５年（1708）「覚帳」中の川筋開発事業関係記事

日　付 記　事

①閏正月３日 大坂町奉行所が、平野川筋外島見分および堤外地土地利用状況に関する
絵図・書付提出についての触を同川筋両側村々に出す。

②閏正月10日 大坂町奉行所与力が、平野川筋両側村々に、明 11 日の大坂町奉行同川筋
見分についての触を出す。

③閏正月11日 大坂町奉行大久保忠香、堤奉行万年長十郎、大坂町奉行所与力ら、平野
川筋を見分する。この日、平野郷町が絵図・書付を提出する。

④閏正月16日 大坂町奉行が、大坂京橋片町南側新町屋取立につき開発人募集の触を出
す。

⑤閏正月21日
平野郷町が大坂町奉行所に呼び出され、平野川筋のうち猪飼野村・舎利
寺村より上流は川幅も狭く附洲もないように見受けられ、見分が行われ
なかったとして、提出した絵図・書付を返却される。

⑥２月２日 惣会所当番惣代より、翌３日に大坂町奉行大久保忠香が平野川筋および
猫間川筋を見分するとの「覚」が両川沿村々に出される。

⑦２月３日 大坂町奉行が、堂嶋新地向い曽根崎村から上福嶋境までの蜆川（曽根崎川）
北側新町屋取立につき開発人募集の触を出す。

⑧３月23日 大坂町奉行が、神崎川・中津川筋新田開発につき、開発人募集について
の触を出す。

⑨５月25日 大坂町奉行が、淀川筋（鵜殿嶋、高浜村・広瀬村外嶋）・平野川筋・石川筋・
祢屋川筋新田開発につき、開発人募集についての触を出す。

（注） 摂津国住吉郡平野郷町宝永５年（1708）「覚帳」（平野郷町杭全神社所蔵、大阪市史編纂所所蔵の写
真版を利用）による。
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可
差
出
候
、
外
嶋
検
地
帳
等
ニ
載
り
有
之
候
者
、
其
帳
面
茂
令
持
参
、
場
所
可
致
案
内
候

一（第
二
条
）

外
嶋
連
〻
付
洲
に
成
、
田
畑
開
添
、
古
田
広
成
候
所
可
有
之
間
、
此
度
相
改
、
開
添
之
分
相

無
之
様
ニ
し
る
し
可
差
出
候
、
勿
論
其
場
所
ニ
も
古
田
開

添
之
境
ニ
笹
ニ
而
も
差
置
可
申
候

一（第
三
条
）

堤
外
田
畑
之
内
、
前
〻
川
筋
御
用
ニ
被
召
上
、
替
地
被
仰
付
、
右
御
用
地
田
畑
者
作
付
御
停
止
被
成
候
所
有
之
者
、
書
付
可
差
出
候

一（第
四
条
）

田
畑
作
付
御
停
止
有
之
候
得
共
、
元
来
古
検
帳
・
新
検
帳
・
名
前
帳
等
書
載
有
之
所
故
、
御
代
官
・
地
頭
へ
願
之
起
返
し
、
又
者
内
証
ニ
而
致
作
付
、
御
代
官
・

地
頭
よ
り
改
出
、
或
本
高
、
或
見
取
場
ニ
成
候
所
有
之
ハ
書
付
可
差
出
候

一（第
五
条
）

古
田
畑
地
面
悪
敷
故
、
荒
場
・
芝
地
之
内
へ
地
引
替
置
候
所
有
之
者
、
書
付
可
差
出
候

一（第
六
条
）

前
〻
荒
場
起
返
シ
、
本
高
ニ
入
、
又
者
見
取
場
新
田
等
之
内
、
貞
享
三
寅
年
川
筋
御
用
之
節
も
作
付
不
相
止
有
来
候
所
有
之
者
、
書
付
可
差
出
候

一（第
七
条
）

荒
場
・
芝
地
流
作
仕
度
由
相
断
致
作
付
候
所
〻
、
流
作
願
候
節
申
立
候
地
面
よ
り
広
ク
作
付
仕
候
所
有
之
者
、
書
付
可
差
出
候

右
之
書
付
・
絵
図
認
置
、
見
分
之
時
分
可
差
出
候
、
若
か
く
し
置
候
儀
有
之
、
以
後
此
方
吟
味
ニ
而
相
知
候
ハ
ヽ
、
不
届
可
罷
成
候
間
、
有
躰
書
出
可
申
候
、

此
触
状
之
趣
承
届
候
段
、
庄
屋
・
年
寄
致
判
形
、
村
次
順
〻
相
廻
し
、
触
留
之
村
よ
り
大
坂
西
番
所
江
可
持
参
者
也

　

子

（
宝
永
五
年
）

　
　

閏
正
月
三
日　
　

大
坂
番
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
川
筋
両
側
村
〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄

　
　
（
以
下
略
）

　

こ
の
触
か
ら
、
実
際
に
あ
り
得
る
も
の
と
し
て
当
時
の
大
坂
町
奉
行
所
が
想
定
し
て
い
た
堤
外
地
土
地
利
用
の
各
種
パ
タ
ー
ン
が
わ
か
る
。
そ
れ
を
列
挙
し
て

み
る
と
、（
１
）
本
田
と
し
て
高
が
付
け
ら
れ
て
い
る
土
地
（
永
荒
地
と
な
っ
て
い
る
高
付
地
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
）
や
小
物
成
場
を
流
作
場
と
し
て

耕
作
し
て
い
る
（
第
一
条
）、（
２
）
も
と
か
ら
あ
る
古
田
に
接
し
て
生
じ
た
附
洲
、
古
田
の
開
添
と
し
て
開
発
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
古
田
の
面
積
が
事
実
上
拡
大

し
て
い
る
（
第
二
条
）、（
３
）
田
畑
と
し
て
作
付
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、川
筋
の
御
用
の
た
め
収
公
さ
れ
た
た
め
、以
後
作
付
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
第
三
条
）、（
４
）
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作
付
を
禁
じ
ら
れ
た
田
畑
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
古
検
帳
や
新
検
帳
、
ま
た
名
前
帳
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
土
地
で
あ
る
た
め
、
代
官
や
領
主
に
願
っ
て
、
あ
る
い

は
無
断
で
起
こ
し
返
し
や
作
付
を
行
い
、
本
高
の
内
に
組
み
込
ん
だ
り
、
見
取
場
と
し
て
い
る
（
第
四
条
）、（
５
）
耕
作
地
と
し
て
は
劣
っ
て
い
る
古
田
畑
を
荒

場
や
芝
地
の
土
地
と
引
替
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
古
田
畑
の
耕
作
を
放
棄
し
、
荒
場
や
芝
地
を
新
た
に
開
発
し
て
、
も
と
の
古
田
畑
に
課
さ
れ
た
年
貢
を
納
め
て

い
る
（
第
五
条
）、（
６
）
荒
場
を
起
こ
し
返
し
て
本
高
に
組
み
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
の
川
筋
御
用
の
と
き
に
も
作
付
を
や
め
ず
、
そ

の
ま
ま
作
付
を
継
続
し
て
い
る
見
取
場
新
田
な
ど
が
あ
る
（
第
六
条
）、（
７
）
許
可
を
得
て
荒
場
や
芝
地
を
流
作
場
と
し
、
作
付
を
行
っ
て
い
る
が
、
流
作
願
い

で
申
告
し
た
面
積
よ
り
も
広
い
範
囲
に
作
付
を
し
て
い
る
（
第
七
条
）、
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
大
坂
町
奉
行
所
が
想
定
し
た
土
地
利
用
の
あ
り
方
で
あ
る
が
、
現
実
に
も
こ
の
よ
う
な
形
で
土
地
利
用
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
、

き
わ
め
て
高
い
。
建
前
上
の
土
地
利
用
と
、
現
実
の
そ
れ
が
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
場
合
が
往
々
に
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
元
禄
六
年
段
階
に
お
い

て
、
す
で
に
流
作
は
部
分
的
に
容
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、（
１
）（
７
）
は
、
そ
れ
を
超
え
て
流
作
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。（
２
）
の
附
洲

の
開
添
新
田
も
、
事
実
上
流
作
場
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、（
４
）（
６
）
は
、
作
付
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
付
を
行
っ
て
い
る
例
で

あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
幕
府
の
堤
外
地
政
策
に
反
し
た
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。（
６
）
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
貞
享

三
年
段
階
に
す
で
に
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
平
野
川
筋
の
場
合
、
表
２
の
③
⑤
に
あ
る
よ
う
に
、
大
坂
町
奉
行
所
は
、
同
奉
行
ら
の
見
分
時
に
川
筋
村
々
か
ら
提
出
さ
れ
た
絵
図
・
書
付
に
よ
っ
て
、

堤
外
地
土
地
利
用
状
況
を
把
握
し
た
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
他
の
河
川
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
神
崎
川
に
関
し
て
は
、
こ
の
年

正
月
二
十
五
日
、
摂
津
国
嶋
下
郡
味
舌
下
村
の
庄
屋
が
大
坂
町
奉
行
に
対
し
、
神
崎
川
堤
外
の
土
地
利
用
状
況
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

【
史
料
９
）
25
（

】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

織
田
内
匠
殿
知
行
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

摂
刕
嶋
下
郡
味
舌
下
村

一
神
崎
川
表
堤
外
本
田　

六
反
弐
畝
廿
八
分

　

是
ハ
文
禄
三
年
矢
嶋
久
兵
衛
尉
殿
検
地
帳
之
表
、
村
高
九
百
五
拾
七
石
六
斗
三
升
八
合
之
内
ニ
而
御
座
候

一
同
所
高
外
付
洲
壱
ヶ
所
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川
表
ニ
而 

長
五
十
四
間
半

 
 

横
平
均
三
間
半

　
　

南
方
ニ
而 

長
四
拾
間

 
 

横
平
均
五
間

但
、
右
付
洲
一
続
ニ
て
御
座
候
得
共
、
折
廻
シ
有
之
候
ニ
付
、
間
数
弐
ヶ
所
ニ
書
付
申
候
、
場
所
ハ
絵
図
ニ
書
上
申
候

右
之
通
、
相

無
御
座
候
、
此
外
神
崎
川
表
ニ
付
洲
・
芝
・
荒
場
無
御
座
候
、
以
上

　
　

宝
永
五
年
戊
子
正
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

摂
刕
味
舌
下
村
庄
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
次
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
左
衛
門

　
　

御
奉
行
様

　

味
舌
下
村
に
関
し
て
は
、
村
高
の
内
に
含
ま
れ
て
い
る
田
と
、
高
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
附
洲
の
土
地
が
堤
外
地
に
存
在
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
浜
村
西
田
家
文
書
の
中
に
は
、「
大
坂
番
所
へ
大
久
保
大
隅
守
様
・
万
年
長
十
郎
様
御
見
分
ニ
而
指
上
ケ
扣　

宝
永
五
年
戌
（
戊
）子

閏
正
月
廿
七
日
」
と

記
し
た
絵
図
の
控
）
26
（

が
残
さ
れ
て
お
り
、
淀
川
筋
の
同
村
も
、
閏
正
月
二
十
七
日
に
大
坂
町
奉
行
所
に
川
筋
絵
図
を
提
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
正
月
か
ら
閏
正
月
に
か
け
、
大
坂
町
奉
行
ら
の
見
分
と
、
川
筋
村
々
か
ら
の
堤
外
地
土
地
利
用
状
況
の
報
告
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
ふ
ま
え
、
大
坂
町
奉
行
所
は
開
発
の
対
象
と
す
べ
き
土
地
を
確
定
し
た
。
そ
の
上
で
、
表
２
の
⑧
と
⑨
に
あ
る
よ
う
に
、
三
月
二
十
三
日
に
は
神
崎
川
・
中

津
川
筋
の
新
田
開
発
希
望
者
募
集
に
つ
い
て
の
触
（
⑧
）
を
、
ま
た
五
月
二
十
五
日
に
は
淀
川
筋
（
鵜
殿
嶋
、
高
浜
村
・
広
瀬
村
外
嶋
）・
平
野
川
筋
・
石
川
筋
・

祢
屋
川
筋
新
田
開
発
希
望
者
募
集
に
つ
い
て
の
触
（
⑨
）
を
出
す
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
後
者
の
触
を
紹
介
し
て
お
く
。
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【
史
料
10
】

　
　

雨
宮
庄
九
郎
様
御
用
聞
大
坂
石
町
大
黒
や
七
兵
衛

之
廻
り
状
、
五
月
廿
八
日
東
喜
連
村

持
参
之
写
、
即
刻
く（桑
津
）

わ
つ
村
へ
持
せ
遣
ス

摂
州
淀
川
筋
之
内
、
鵜
殿
嶋
、
高
浜
村
・
広
瀬
村
外
嶋
、
同
平
野
川
筋
、
河
州
石
川
筋
・
祢
屋
川
筋
新
田
ニ
罷
成
候
所
〻
入
札
申
付
候
、
依
之
絵
図
并
出
し

目
録
来
ル
廿
七
日

天
満
惣
会
所
へ
差
出
置
候
間
、
望
之
者
ハ
書
付
之
通
相
心
得
、
入
札
可
仕
候
、
委
細
之
儀
者
目
録
・
絵
図
有
之
候
、
已
上

　
　

子
（
宝
永
五
年
）

五
月
廿
五
日

右
之
通
、
大
坂
於
西
御
番
所
御
触
状
私
共
へ
御
写
さ
せ
、
用
聞
方

郡
切
ニ
可
申
届
ケ
旨
被
仰
渡
候
、
勿
論
蝕
留
之
村

承
知
仕
候
と
の
御
番
所
へ
不
及
御

断
之
段
、
念
を
入
被
仰
渡
候
、
尤
郡
中
不
残
候
様
ニ
御
廻
し
可
被
成
候
、
已
上

　
　

子
（
宝
永
五
年
）

五
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
宮
庄
九
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
坂
石
町　

大
黒
や
七
兵
へ

　
　
　
　

摂
州
住
吉
郡

　
　
　
　
　

村
〻

　
　
　
　

御
庄
屋
中

　
　
　
　

御
年
寄
中

　
「
摂
州
淀
川
筋
之
内
」
か
ら
「
右
之
通
」
の
前
の
「
子
五
月
廿
五
日
」
ま
で
が
大
坂
町
奉
行
の
触
で
あ
る
。
開
発
対
象
地
を
記
し
た
「
出
し
目
録
」
と
、
関
係

の
絵
図
を
大
坂
三
郷
の
一
つ
で
あ
る
天
満
組
の
惣
会
所
に
備
え
、
開
発
希
望
者
を
募
っ
た
の
で
あ
る
。
触
の
対
象
は
大
坂
町
奉
行
の
郡
触
伝
達
対
象
国
で
あ
っ
た

摂
津
・
河
内
両
国
で
あ
る
が
、
摂
津
国
住
吉
郡
に
は
、
代
官
雨
宮
庄
九
郎
の
用
聞
大
黒
屋
七
兵
衛
に
よ
っ
て
触
が
伝
達
さ
れ
た
。

　

こ
の
触
に
応
じ
て
、
高
浜
村
が
大
坂
町
奉
行
に
対
し
、
同
村
の
う
ち
に
あ
る
葭
地
と
川
中
島
の
新
田
開
発
を
願
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
六
月
十
三
日
、
同

村
庄
屋
・
年
寄
（
高
浜
村
は
両
鈴
木
氏
の
相
給
村
な
の
で
、各
二
名
ず
つ
）
が
大
坂
町
奉
行
に
提
出
し
た
「
乍
恐
口
上
書
指
上
ケ
申
候
）
27
（

」
に
は
、「
摂
州
淀
川
筋
之
内
、

高
浜
村
葭
地
・
中
嶋
弐
ヶ
所
御
新
田
奉
願
候
、
則
絵
図
ニ
書
付
指
上
ケ
申
候
、
右
之
二
嶋
共
ニ
不
残
我
等
共
ニ
被
為　

仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
」
と
あ
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り
、
五
月
付
の
絵
図
の
控
）
28
（

も
残
っ
て
い
る
。
こ
の
「
葭
地
」
は
、
貞
享
三
年
に
刈
り
捨
て
を
命
じ
ら
れ
、
以
来
荒
場
と
な
っ
て
い
た
地
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

こ
の
地
は
元
禄
十
一
年
に
も
開
発
対
象
候
補
地
と
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
宝
永
五
年
に
至
り
、
い
よ
い
よ
新
田
開
発
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
高
浜
村
の
葭
地
の
例
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
地
は
、
貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
に
お
い
て
、
治
水
的
観
点
か
ら
葭
の
刈
り
捨
て
＝
荒
場
化

を
強
制
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
開
発
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
葭
場
と
し
て
復
活
さ
せ
る
場
合
よ
り
も
、
さ
ら
に
水
行
の
支
障
と
な
る
可
能
性
が
高
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
の
事
例
を
広
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
高
浜
村
の
例
は
、
宝
永
五
年
の
川
筋
開
発
が
貞
享
期
以
来
の
治
水
政
策
の
基
調
を

脅
か
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
、
表
２
に
戻
ろ
う
。
表
の
④
は
、
旧
大
和
川
右
岸
で
あ
る
京
橋
片
町
南
側
の
新
町
屋
取
立
に
関
す
る
も
の
、
⑦
は
蜆
川
（
曽
根
崎
川
）
北
側
の
新
町
屋

取
立
に
関
す
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
大
坂
の
新
地
開
発
を
ね
ら
っ
た
触
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
史
料
７
の
「
曽
根
崎
新
地
・
相
生
町
新
地
御
取
立
、
新
町
家
被　

仰

付
候
事
」
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
開
発
に
よ
っ
て
出
来
た
蜆
川
（
曽
根
崎
川
）
北
側
の
新
地
は
曽
根
崎
新
地
と
な
り
、
京
橋
片
町
（
片
原
町
）
南
側
の
新

地
は
相
生
町
と
な
っ
た
）
29
（

。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
年
は
、
都
市
部
・
農
村
部
の
双
方
で
川
筋
開
発
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
史
料
７
に
あ
る
よ
う
に
、
淀
川
・
中
津
川
水
量
調
節
工
事
と
安
治
川
口
へ
の
新
規
船
入
湊
の
設
置
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。
宝
永
五
年

の
事
業
は
、
都
市
部
（
大
坂
）
と
摂
津
・
河
内
の
農
村
部
の
両
方
を
視
野
に
入
れ
た
、
広
域
的
か
つ
総
合
的
な
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
事
業
は

貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
お
よ
び
元
禄
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
に
決
し
て
見
劣
り
の
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
両
事
業
と
は
、
開
発
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
た
と
い
う
点
で
大
き
く
異
な
る
。
元
禄
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
を
経
て
、
堤
外
地
政
策
は
ま
す
ま
す
開
発
優
先
主
義
的
傾
向
を
帯
び
た
と
い
っ
て
よ
い
）
30
（

。

お
わ
り
に

　

貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
に
よ
っ
て
確
立
し
た
摂
河
治
水
政
策
の
一
つ
と
し
て
の
堤
外
地
政
策
は
、
従
来
か
ら
存
在
す
る
堤
外
地
田
畑
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ

現
状
通
り
の
作
付
を
認
め
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
葭
刈
り
捨
て
や
流
作
の
全
面
的
禁
止
な
ど
、
か
な
り
厳
し
い
措
置
を
講
じ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
く

ま
で
も
治
水
的
観
点
に
立
っ
た
堤
外
地
政
策
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
葭
の
刈
り
取
り
や
川
筋
の
新
田
開
発
は
、
そ
れ
以
前
に
較
べ
、
大
き
く
抑
制
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
が
終
了
し
て
わ
ず
か
六
年
後
の
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
流
作
の
全
面
的
禁
止
が
撤
回
さ
れ
、
早
く
も
こ
の
原
則

は
大
き
く
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
る
。
河
村
瑞
賢
ら
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
元
禄
十
一
〜
十
二
年
の
元
禄
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
で
は
、
河
川
整
備
と
と
も
に
川
筋
の

新
田
開
発
が
行
わ
れ
た
。
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
は
、
臨
時
御
用
を
命
じ
ら
れ
た
大
坂
町
奉
行
が
積
極
的
に
川
筋
の
新
田
開
発
を
行
っ
た
。
円
滑
な
水
行
を

目
指
す
と
い
う
幕
府
の
治
水
政
策
の
基
本
を
全
面
的
に
放
棄
し
た
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
、
元
禄
六
年
以
降
、
幕
府
の
堤
外
地
政
策
が
、
開
発
を
前
提
と
し
た

も
の
へ
と
大
き
く
か
じ
を
切
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
元
禄
・
宝
永
期
、
川
筋
村
々
や
町
人
請
負
資
本
、
あ
る
い
は
領
主
・
幕
府
な
ど
、
各
階
層
の
堤
外

地
開
発
に
対
す
る
欲
求
は
、
押
し
と
ど
め
が
た
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
従
来
明
ら
か
で
な
か
っ
た
元
禄
・
宝
永
期
に
お
け
る
摂
河
の
堤
外
地
政
策
が
か
な
り
明
確
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
ま
た
、
堤
外

地
の
開
発
は
、
こ
れ
ま
で
享
保
改
革
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
摂
河
で
は
、
享
保
改
革
期
の
政
策
を
先
取
り
す
る
形
で
、
開
発
指
向
の
堤

外
地
政
策
が
、
早
く
も
こ
の
時
期
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
の
ち
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
の
幕
府
派
遣
役
人
の
見
分
を
経
、
同
三
年
に
幕
府
は
流
作
禁
止
を
は
じ
め
と
す
る
貞
享
期
堤
外
地
政
策
を
復
活
さ
せ
る

が
、
同
年
の
う
ち
に
再
び
政
策
転
換
が
あ
り
、
元
禄
・
宝
永
期
の
政
策
に
戻
る
こ
と
に
な
る
）
31
（

。
そ
し
て
、
同
七
年
よ
り
は
流
作
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
な

る
）
32
（

。
こ
の
目
ま
ぐ
る
し
い
政
策
変
化
は
、
吉
宗
政
権
初
期
の
幕
政
史
の
一
面
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
享
保
改
革
と
の
関
連
で
、
享
保
期
以
降
の
摂
河
治
水

政
策
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
１
） 

村
田
路
人
「
一
七
世
紀
摂
津
・
河
内
に
お
け
る
治
水
政
策
と
堤
外
地
土
地
利
用
規
制
」（『
枚
方
市
史
年
報
』
第
一
一
号
、
二
〇
〇
八
年
四
月
）。

（
２
） 

近
世
摂
津
・
河
内
両
国
の
治
水
政
策
に
関
す
る
過
去
の
研
究
に
つ
い
て
は
、前
掲
注
（
１
）
村
田
「
一
七
世
紀
摂
津
・
河
内
に
お
け
る
治
水
政
策
と
堤
外
地
土
地
利
用
規
制
」

で
も
紹
介
し
た
が
、
こ
こ
で
も
重
複
を
い
と
わ
ず
掲
げ
て
お
く
。
お
も
な
も
の
と
し
て
、『
大
阪
市
史
』
第
一
（
大
阪
市
、
一
九
一
三
年
、
の
ち
一
九
六
五
年
、
清
文
堂

出
版
よ
り
復
刻
）、
村
田
路
人
「
近
世
摂
河
に
お
け
る
河
川
支
配
の
実
態
と
性
格
―
堤
奉
行
と
川
奉
行
を
通
し
て
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
八
五
号
、
一
九
七
九
年
一
二
月
、

の
ち
改
稿
し
て
村
田
『
近
世
広
域
支
配
の
研
究
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
に
収
録
）、
同
「
摂
河
に
お
け
る
国
役
普
請
体
制
の
展
開
」（
脇
田
修
編
著
『
近
世

大
坂
地
域
の
史
的
分
析
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
同
）、
福
山
昭
「
元
禄
期
淀
川
低
地
の
水
利
事
情
」（『
阪
南
論
集
』
社
会
科
学
編
第
一
六
号
、
一
九
八
一
年
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三
月
、
の
ち
、
福
山
『
近
世
日
本
の
水
利
と
地
域
―
淀
川
地
域
を
中
心
に
―
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
三
年
に
収
録
）、
村
田
路
人
「
一
七
世
紀
大
坂
の
河
川
支
配
―
川
筋
維

持
に
つ
い
て
の
負
担
地
域
原
則
を
中
心
に
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
九
九
号
、
一
九
八
三
年
六
月
、
の
ち
改
稿
し
て
前
掲
村
田
『
近
世
広
域
支
配
の
研
究
』
に
収
録
）、
同

「
摂
河
国
役
普
請
制
度
の
再
検
討
」（
大
阪
市
史
編
纂
所
編
『
大
阪
の
歴
史
』
四
一
号
、
一
九
九
四
年
三
月
、
同
）、
岩
城
卓
二
「
畿
内
・
近
国
の
河
川
支
配
―
大
和
川
堤

防
を
中
心
に
―
（
大
阪
教
育
大
学
『
歴
史
研
究
』
四
二
、二
〇
〇
五
年
三
月
、
の
ち
岩
城
『
近
世
畿
内
・
近
国
支
配
の
構
造
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
六
年
に
収
録
）、
村
田

路
人
「
宝
永
元
年
大
和
川
付
け
替
え
の
歴
史
的
意
義
」（
大
和
川
水
系
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編
『
大
和
川
付
け
替
え
三
〇
〇
年
―
そ
の
歴
史
と
意
義
を
考
え
る

―
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
お
よ
び
同
書
収
録
の
諸
論
考
、
村
田
路
人
『
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
93　

近
世
の
淀
川
治
水
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
あ

る
。
本
稿
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、『
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
93　

近
世
の
淀
川
治
水
』
で
も
ご
く
簡
単
に
触
れ
て
い
る
。

（
３
） 

お
も
な
も
の
と
し
て
、
大
谷
貞
夫
「
元
文
―
延
享
期
関
東
に
お
け
る
流
作
場
検
地
」（『
成
田
山
教
育
文
化
福
祉
財
団
研
究
紀
要
』
二
号
、
一
九
七
〇
年
一
一
月
、
の
ち
、

大
谷
『
近
世
日
本
治
水
史
の
研
究
』
雄
山
閣
、一
九
八
六
年
に
収
録
）、同
「
勘
定
組
頭
堀
江
荒
四
郎
と
流
作
場
開
発
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
房
総
地
方
史
の
研
究
』

雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
三
年
、
同
）、
松
尾
公
就
「
享
保
改
革
末
期
の
年
貢
増
徴
政
策
―
常
陸
国
桜
川
流
域
に
お
け
る
流
作
場
新
田
検
地
を
中
心
に
―
」（
立
正
大
学
古

文
書
研
究
会
編
『
近
世
史
研
究
』
一
二
、一
九
七
九
年
）、大
石
学
「
享
保
改
革
期
に
お
け
る
流
作
場
開
発
政
策
と
村
落
―
下
利
根
川
流
域
野
木
崎
村
を
中
心
に
―
」（『
徳

川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
昭
和
五
四
年
度
、
一
九
八
〇
年
三
月
、
の
ち
、
大
石
『
享
保
改
革
の
地
域
政
策
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
に
収
録
）、
松
尾
公
就
「
享

保
改
革
末
期
の
新
田
政
策
」（
北
島
正
元
編
『
近
世
の
支
配
体
制
と
社
会
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）、
大
関
久
仁
子
「
常
州
桜
川
流
域
に
お
け
る
流
作
場
新

田
検
地
」（『
土
浦
市
立
博
物
館
紀
要
』
第
一
号
、
一
九
八
九
年
三
月
）、
小
野
寺
淳
「
常
陸
国
真
壁
郡
に
お
け
る
享
保
改
革
期
の
流
作
場
・
原
地
新
田
の
開
発
―
新
田
開

発
が
及
ぼ
す
地
域
の
変
容
―
」（『
筑
波
大
学
人
文
地
理
学
研
究
』
一
八
、一
九
九
四
年
三
月
）、
立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
編
『
平
成
六
年
度
調
査
報
告
書　

近
世
中
後

期
村
落
に
お
け
る
流
作
場
開
発
―
下
総
国
相
馬
郡
川
崎
村
の
事
例
―
』（
立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
４
） 

『
大
阪
市
史
』
第
五
（
大
阪
市
、
一
九
一
一
年
、
の
ち
一
九
六
五
年
、
清
文
堂
出
版
よ
り
復
刻
）。

（
５
） 

『
八
尾
市
史
』
史
料
編
（
八
尾
市
役
所
、
一
九
六
〇
年
）
五
四
九
頁
。
こ
の
史
料
は
河
内
国
志
紀
郡
太
田
村
柏
原
家
文
書
中
の
も
の
で
あ
る
が
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書

館
所
蔵
同
家
文
書
中
に
は
、
当
該
史
料
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

（
６
） 

「
川
筋
御
用
覚
書
」（『
大
阪
市
史
』
第
五
、二
七
九
〜
二
八
一
頁
）。

（
７
） 

「
川
筋
御
用
覚
書
」（『
大
阪
市
史
』
第
五
、二
八
四
頁
）。
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（
８
） 

こ
の
老
中
「
覚
」
は
「
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
」（
岩
生
成
一
監
修
『
清
文
堂
史
料
叢
書
第
６
刊 

京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書 

下
巻
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
三
年
、

三
六
二
頁
）
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
条
数
・
文
言
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
史
料
１
に
は
読
み
誤
り
等
が
あ
る
の
で
、「
大
概
覚
書
」
収
録
の
も
の
に
よ
っ

て
校
訂
を
行
っ
て
お
い
た
。

（
９
） 

貞
享
三
年
二
月
「
摂
刕
高
浜
村
葭
嶋
帳
」（
摂
津
国
嶋
上
郡
高
浜
村
西
田
家
文
書
〔
関
西
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
〕
一
四
八
一
）。
な
お
、
番
号
は
『
関
西
大
学
シ
リ
ー

ズ
第
十
七
輯　

関
西
大
学
所
蔵
摂
津
国
嶋
上
郡
高
浜
村
西
田
家
文
書
目
録
』（
関
西
大
学
図
書
館
、
一
九
七
九
年
）
の
目
録
番
号
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。

（
10
） 
な
お
、こ
れ
は
貞
享
期
畿
内
河
川
整
備
事
業
終
了
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、大
坂
町
奉
行
所
で
作
成
さ
れ
た
「
川
筋
大
意
」
の
「
淀
川
筋
外
嶋
之
事
」
と
い
う
項
目
に
、「
淀

川
筋
外
嶋
地
詰
窺
不
申
儀
者
、
貞
享
四
年
（
卯
脱
カ
）川筋

御
仕
置
被　

仰
出
候
節
、
藤
堂
伊
予
守
・
小
田
切
喜
兵
衛
外
嶋
相
改
、
御
代
官
并
私
領
役
人

反
畝
書
付
差
出
候
留
帳

有
之
候
」（『
大
阪
市
史
』
第
五
、二
六
一
頁
）
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。
貞
享
四
年
に
大
坂
町
奉
行
の
藤
堂
良
直
と
小
田
切
直
利
が
、
代
官
お
よ
び
領
主
役
人
か
ら
支
配

下
の
村
の
外
島
反
畝
書
付
を
提
出
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
11
） 

高
浜
村
西
田
家
文
書
一
四
八
三
。

（
12
） 

「
乍
恐
口
上
書
差
上
申
候
」（『
枚
方
市
史
』
第
八
巻
、
枚
方
市
役
所
、
一
九
七
一
年
、
三
七
〜
三
八
頁
）。

（
13
） 

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
十
月
唐
崎
村
「
口
上
之
覚
書
并
証
文
之
写
書
付
指
上
ケ
申
覚
」（『
高
槻
市
史
』
第
四
巻
（
二
）
史
料
編
Ⅲ
、高
槻
市
、一
九
七
九
年
、三
二
九
頁
）。

（
14
） 

貞
享
三
年
二
月
「
淀
川
筋
御
私
領
葭
開
御
定
米
帳
」（
摂
津
国
豊
嶋
郡
洲
到
止
村
中
井
達
夫
家
文
書
）。
な
お
、
こ
の
史
料
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
豊
中
市
史
総
務
部

情
報
公
開
課
市
史
編
さ
ん
係
清
水
喜
美
子
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。

（
15
） 

高
浜
村
西
田
家
文
書
一
四
〇
五
。

（
16
） 

高
浜
村
西
田
家
文
書
三
五
二
四
。
な
お
、
こ
の
史
料
は
『
島
本
町
史
』
史
料
編
（
島
本
町
、
一
九
七
六
年
）
一
五
四
〜
一
五
六
頁
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
17
） 

「
川
筋
御
用
覚
書
」（『
大
阪
市
史
』
第
五
、二
九
三
〜
二
九
四
頁
）。

（
18
） 

高
柳
真
三
・
石
井
良
助
編
『
御
触
書
寛
保
集
成
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
）
一
三
三
五
。

（
19
） 

「
川
筋
御
用
覚
書
」（『
大
阪
市
史
』
第
五
、二
八
九
頁
）。

（
20
） 

京
都
町
触
研
究
会
編
『
京
都
町
触
集
成
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
五
三
頁
。

（
21
） 

『
大
阪
市
史
』
第
一
、四
六
三
〜
四
六
六
頁
。
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（
22
） 

「
川
筋
御
用
覚
書
」（『
大
阪
市
史
』
第
五
、二
八
八
頁
）。

（
23
） 

「
川
筋
御
用
覚
書
」（『
大
阪
市
史
』
第
五
、二
九
一
〜
二
九
二
頁
）。

（
24
） 

摂
津
国
住
吉
郡
平
野
郷
町
杭
全
神
社
所
蔵
。
こ
こ
で
は
大
阪
市
史
編
纂
所
所
蔵
の
写
真
版
を
利
用
し
た
。

（
25
） 
摂
津
国
嶋
下
郡
味
舌
下
村
久
富
家
文
書
。
摂
津
市
民
図
書
館
所
蔵
の
写
真
版
に
よ
る
。

（
26
） 
高
浜
村
西
田
家
文
書
八
。

（
27
） 

高
浜
村
西
田
家
文
書
一
四
九
〇
。

（
28
） 

高
浜
村
西
田
家
文
書
九
。

（
29
） 

『
日
本
歴
史
地
名
大
系
28　

大
阪
府
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
、
五
六
一
頁
、
六
一
七
〜
六
一
八
頁
。

（
30
） 

宝
永
五
年
の
川
筋
開
発
に
つ
い
て
、
蛇
足
な
が
ら
一
点
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
表
２
の
⑨
は
、
史
料
10
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
代
官
雨
宮
庄
九
郎
の
用
聞
で
あ

る
大
黒
屋
七
兵
衛
が
大
坂
町
奉
行
の
触
を
西
町
奉
行
所
で
写
し
取
り
、
住
吉
郡
に
伝
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
坂
町
奉
行
の
触
を
最
初
に
掲
げ
、
用
聞
が
自
身
の
名
前

で
一
郡
の
村
々
に
回
達
す
る
と
い
う
触
伝
達
形
式
は
、
表
２
の
④
⑦
⑧
⑨
す
べ
て
に
共
通
す
る
。
か
つ
て
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
用
聞
が
発
し
た
郡
触
を
用
聞
郡

触
と
名
付
け
た
が
（
村
田
路
人
「
近
世
の
地
域
支
配
と
触
」〔『
歴
史
評
論
』
五
八
七
号
、
一
九
九
九
年
三
月
〕。
な
お
、
前
掲
注
（
２
）
村
田
路
人
『
近
世
広
域
支
配
の

研
究
』
三
一
〇
〜
三
一
二
頁
、
岩
城
卓
二
『
近
世
畿
内
・
近
国
支
配
の
構
造
』
三
一
一
〜
三
一
四
頁
参
照
）、
こ
の
触
伝
達
形
式
は
こ
の
年
に
初
め
て
登
場
し
た
も
の
で

あ
る
。
住
吉
郡
で
は
、
代
官
雨
宮
庄
九
郎
の
用
聞
で
あ
る
大
黒
屋
七
兵
衛
が
触
を
回
達
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
通
常
の
大
坂
町
奉
行
郡
触
の
回
達
第
一
村
で
あ
る
住
吉

村
を
支
配
し
て
い
た
の
が
雨
宮
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
坂
町
奉
行
は
、
広
く
摂
津
・
河
内
両
国
に
対
し
、
郡
触
を
も
っ
て
開
発
希
望
者
を
募
る
こ
と
に
し
た
が
、
こ

の
種
の
触
は
、
通
常
の
郡
触
の
よ
う
に
、
大
坂
町
奉
行
の
官
名
で
重
々
し
く
村
々
に
触
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
用
聞
に
伝
達
さ
せ
る
と

い
う
方
法
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
宝
永
五
年
に
大
坂
町
奉
行
に
よ
っ
て
集
中
的
に
行
わ
れ
た
積
極
的
な
川
筋
開
発
事
業
が
、
新
た
な
郡
触
伝
達
形
式
を
生
み
出
し
た
と

い
っ
て
よ
い
。
な
お
、
こ
の
事
業
は
臨
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
用
聞
郡
触
と
い
う
郡
触
伝
達
形
式
は
こ
の
年
限
り
の
も
の
で
あ
っ
た
（
た
だ
し
、
天
保
期
に
復

活
す
る
）。

（
31
） 

「
川
筋
御
用
勤
書
」（『
大
阪
市
史
』
第
五
、二
六
八
〜
二
六
九
頁
）。

（
32
） 

「
川
筋
大
意
」（『
大
阪
市
史
』
第
五
、二
六
一
頁
）。
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（
付
記
） 

成
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
豊
中
市
中
井
達
夫
氏
、
お
よ
び
関
西
大
学
総
合
図
書
館
、
大
阪
市
史
編
纂
所
、
摂
津
市
民
図
書
館
、
豊
中
市
総
務
部
情
報
公
開

課
市
史
編
さ
ん
係
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
平
成
一
九
年
度
〜
二
一
年
度
日
本
学
術

振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
近
世
に
お
け
る
開
発
と
災
害
防
止
・
復
旧
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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rice fi elds. Therefore, this riverside land project contradicted the basic direction in water 

policy since the Jōkyō era. It means that the Shogunate fi nally changed its policy in favour 

of the development of new rice fields. These policies for riverside land development 

in Settsu and Kawachi during the Genroku and Hōei eras became a precedent for the 

nationwide development of new rice fi elds as a leading policy in the Kyōhō Reforms (享保

の改革 ).



28

Transformation in water policy of the Tokugawa Shogunate 

in Settsu and Kawachi provinces: the riverside land policy 

during the Genroku and Hōei eras (1688-1710)

Michihito MURATA

During the Edo period, the improvement of riverside land occupied an important 

place in water policy under the Tokugawa Shogunate (徳川幕府 ). The smooth fl ow of 

rivers was often disturbed not only by shoals and aits due to sediment deposition but also 

by arable land and reed beds on the riverside. However, historians have not considered 

water policy in early modern Japan in the light of riverside land policy.

To remedy this lack, this paper investigates a set of river improvement projects by 

the Tokugawa Shogunate in both Settsu (摂津 ) and Kawachi (河内 ) provinces during the 

Genroku (元禄 ) and Hōei (宝永 ) eras (1688-1710) with special attention to riverside land 

policy.

Along with a river improvement project in the Kinai provinces ( 畿 内 ) during the 

Jōkyō ( 貞 享 ) era (1684-7), under the superintendence of Kawamura Zuiken ( 河 村 瑞

賢 ), the Shogunate launched a riverside land plan. In particular, the Shogunate strictly 

enforced reed cutting (葭刈り捨て強制 , a measure intended to curb the growth of reeds 

and leave bare land) and the prohibition of ryusaku ( 流 作 , the cultivation of land by 

ploughing and fl ooding at high water). 

Nevertheless, such a strict policy was incompatible with the developmental trend 

for new rice fi elds at that time, because riverside land was especially suitable for this. 

In Genroku 6 (1693), the Shogunate revised its plan and permitted ryusaku. In a river 

improvement project in Genroku 11-2 (1698-9), in which Kawamura Zuiken was again 

involved, new rice fi elds were chiefl y cultivated along the courses of rivers. Although its 

basic direction was intact, the Shogunate water policy was greatly transformed in order 

to develop riverside land.

In Hōei 5 (1708), the Osaka City Magistrate (大坂町奉行 ) issued a proclamation to 

villages in Settsu and Kawachi provinces for employment in riverside land development. 

In this project, we can observe several instances where even barren land, left by enforced 

reed cutting under the river improvement policy of the Jōkyō era, was cultivated as new 




